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サービス・ラーニング（学校給食支援ボランティア活動）に関する検討
その意識変化と教育効果について
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要　　　　　旨

　本研究では，「学校給食支援ボランティア活動」の取り組みについて述べ，加えて参加学生に対し活動内容について

のアンケート調査を行い，意識変化と教育効果を検討した。

　アンケート調査項目は，「ボランティア活動の理解と期待」，「ボランティア活動事前プログラムの評価」，「ボランティ

ア活動の自己評価（主観的評価）」，「ボランティア活動から得られる事象とその主観的評価」について質問項目を設定

した。これらの回答について，学生のボランティア活動前後での意識変化と教育効果について比較検討した。

　その結果，以前より本学科が実施している近隣小学校を実践場所とした「学校給食支援ボランティア活動」というサー

ビスラーニングプログラムは，学生の社会的関係性および対人距離感のいくつかの項目を順変化させることが判明した。

通常の学内での講義や実習で身につけさせにくいこれらの感覚を学生の意識の中に醸成するためには，「学校給食支援

ボランティア活動」というサービスラーニングプログラムが，本学学生にとって有効なボランティア活動であると考え

られた。

Ⅰ．は　じ　め　に

　昨今の大学における教育プログラムには，学生の実践

経験を重視する視点から学外での実習を実施することは

もちろんのこと，相同する事象に関するボランティアの

機会を設ける傾向が見られる１）２）。また少子高齢化が

進む中，健康の維持増進についての様々な問題を解決す

るためには，子どもたちが健全な心と身体を培い，将来

にわたり健康な状態で社会参加をして，様々な分野で活

躍できるようにすることが大切である。さらに子どもた

ちをはじめとする国民が明るい社会性や豊かな人間性を

維持するためには，「食」が重要な要素と考えられる３）。

そのため，小・中学校を中核とした地域での食育推進が

果たす役割に大きな期待が寄せられている４）５）６）。

　そこで本学部では，近隣地域の小学校において学校給

食時に的を絞ったボランティア支援活動を平成17年度よ

り開始し，今日まで学生たちに奨励してきた７）８）。大学

生が地域の義務教育学校において給食時の支援や食育活

動を行うことは，学校教育現場の教員の教育活動の補佐

であったり，子どもたちへの教育支援になるばかりでな

く，学生にとっても人間性や社会性の獲得を期待できる

ものと予想される。また将来，給食管理業務や食を通じ

た教育・指導業務に必要な自覚を得る機会となり，その

うえ知識・技能に関する大学での学びに対する関心と理

解が深まると思われる。さらに，将来管理栄養士で活躍

するためのキャリア教育の一部と捉えることもできるな

ど様々な可能性が考えられる。

　そこで本稿では，大学所在地の近隣小学校において
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行った本学部学生の学びの専門性を生かすことのできる

「学校給食支援ボランティア活動」の平成27年度取り組

み状況を紹介する。さらにその際に実施した「学校給食

支援ボランティア活動」に参加した学生へのアンケート

調査に関して考察を行ったので報告する。

Ⅱ．「学校給食支援ボランティア活動」の概

要と実施状況

Ⅱ.１　活動者と対象者，活動場所および実施時間

「学校給食支援ボランティア活動」は，徒歩あるいは自

転車で行くことが可能な大学近隣の小学校３校に在籍す

る１，２，３年生および特別支援学級の児童たちを対象

に，本学部に在籍する３年生および４年生が実施してき

た。活動時間は小学校までの移動時間を含めて，11時か

ら14時30分頃までの約3時間で，当該期間において学生

一人あたり２～３回の活動を行った。平成27年度の活動

実績について概要を表１に示した。

表１　平成27年度　学校給食支援ボランティア活動実績

岡山市立Ｍ小学校 岡山市立Ｋ小学校 岡山市立Ｒ小学校

実施期間 ５/11～７/６ ５/18～７/13 ５/15～７/10

実施曜日 月曜日 月曜日 金曜日

担当学年 １ ２ １，２

担当クラス数 ５ ５ ４

学生数/支援一回 10～11 11～12 ４～５

実施週数 ５ ５ ６

参加学生の学年 ３ ３ ４

延べ参加学生数 54 59 26

参加学生数合計 21 23 21

期間中担当回数/一人 2.6 2.6 1.2

Ⅱ.２　活動内容

　活動時間は，主に給食時間とその前後の時間帯，給食

時間帯には，「給食時支援」と「給食時の食（栄養）教育」

の2つの支援活動を必須とした。さらに，給食時間後の

休憩時間等には，子ども達と一緒に過ごして，ふれあい

による信頼感や親近感を高めるように実施した。今年度

は，「給食時の食（栄養）教育」は，活動期間の最終日

の１回のみとし，希望者のみで実施した。

Ⅱ.２.１　給食時支援

　給食時支援の具体的な活動内容は，原則として配属さ

れたクラスの担任教諭の指導方針に従うこととしてい

る。給食の準備では，給食当番の児童を中心に，エプロ

ンやマスクの適切な着用や，手洗いをするように声を掛

けて行動を促した。当番児童の準備が整い次第，食缶な

どの配膳物を給食室まで一緒に取りに行った。また，給

食当番以外の児童に対しては，配膳台や机の上を拭くな

どの教室内の喫食準備を行うように声かけを行って行動

を促したり，静かに待つように指導した。

　配膳時は，学年によって配膳作業の馴化に違いがある

ため，給食時間全般の出来事に慣れていない1年生には，

児童のみでは配膳が難しいご飯や汁物などの料理の分配

作業について支援を行った。また配膳作業に慣れている

２年生及び３年生の児童に対しては，一人分の量の把握

の仕方や盛り付け方の工夫などについて，分配作業時に

アドバイスを行った。写真１，２には，給食時支援の学

生の活動の様子を示した。
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写真１　給食時支援の様子

写真２　給食時支援の様子

Ⅱ.２.２　給食時の食（栄養）教育

　給食時の食（栄養）教育は，今年度は学生が一人２～

３回の支援活動を行い，給食時の食（栄養）教育の実践

を希望する者によって活動の最終回に実施することにし

た。給食時の食（栄養）教育を実践するために，指導案

の立案や指導媒体の作成についての事前学習の時間を設

け（時間割に組み込み），指導案の立案に関しては，学

生が計画する食（栄養）教育の内容の題材設定や時間配

分が適切か，内容に工夫があるかなどについて指導担当

教員から助言・指導を行った。その後担当する給食時の

食（栄養）教育実施日までに幾度か模擬授業を行わせ，

適切な言葉遣い，対象児童が理解できる表現，媒体の妥

当性などの点について確認しつつ，助言・指導を繰り返

し行い，実施日を迎えさせた。支援活動全般において学

生は，児童と共に給食を食べながらコミュニケーション

を図り，児童の社交性の醸成を促した。また，活動日の

給食に使われている食材や料理の説明を行い食べ残しの

減少に取り組んだり，箸の使い方を含む基本的な食事マ

ナーについてもアドバイスを行うなど，様々な児童への

働きかけを行った。

　給食時の食（栄養）教育は，給食喫食直前やその最中

あるいは直後に５～10分程度の時間を使用し，食や健康

に関する指導を行った。その具体的内容は，「夏のやさ

いについて」や「給食前の準備について」であった。写

真３，４，５に給食時の食（栄養）教育の様子を示した。

写真３　給食時の食（栄養）教育の様子

写真４　給食時の食（栄養）教育の様子

写真５　給食時の食（栄養）教育の様子
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Ⅱ.２.３　学習支援

　学習支援については，要望対象学校があり行うことと

なった。学習支援を行う目的は，児童理解を深めるため

や児童との交流を図るためとし，教科目はクラスによっ

て異なっていたが，給食の直前校時の４校時に１年生を

対象に実施した。写真６には，学習支援の様子を示した。

写真６　学習支援の様子

Ⅲ．給食支援ボランティア活動の実施による

ボランティア学生の意識変化と教育効果の

検討

Ⅲ.１　アンケート調査票の概要とその処理

　学校給食支援ボランティア活動に関するアンケート調

査は，ボランティア活動前（pre）とボランティア活動

後（post）に３年生及び４年生を対象に実施した。アン

ケートの調査内容は表２に示す通りで，「ボランティア

活動の理解と期待」，「ボランティア活動事前プログラム

の評価」，「ボランティア活動の主観的評価（自己評価）」，

「ボランティア活動から得られる事象とその主観的評価」

に対する質問項目で構成されており，「非常に良い，非

常に満足，全くその通り，非常に強くそう思う，すごく

持っている」（１）から「非常に良くない，非常に不満，

全くそうでない，全く思わない，全く持っていない」（５）

までの５段階の評価尺度で評価を行わせ集計分析段階で

１～５点の数量化を行った。調査票には，給食支援ボラ

ンティア活動全般に関する自由記述欄も設け，必要に応

じて記述を行えるようにした。また本報告では，平成27

年度にボランティア活動に参加した３年生と４年生をま

とめて分析を行った。

まずpre調査の結果を各項目ごとに単純集計した。次に

５段階の評価尺度のうち１および２を「良い傾向にある」

としてまとめ，３を「どちらとも言えない」，４および

５を「良くない傾向にある」としてまとめ，評価回答を

３区分し分析を行った（表２）。さらに５段階の評価尺

度のうち１および２を「そう思う，その通り，持ってい

る」としてまとめ，３，４，５を「そう思わない，そうで

はない，持っていない」としてまとめ，評価回答を２区

分し分析を行った（表３）。

　ボランティア活動前後での学生の意識や考えの変化を

みるために，pre調査「そう思わない，そうではない，持っ

ていない」からpost調査「そう思う，その通り，持って

いる」への好ましい変化を『順変化』，逆にpre調査「そ

う思う，その通り，持っている」からpost調査「そう思

わない，そうではない，持っていない」への変化を『逆

変化』とし，各項目ごとにMcNemar検定を行った。

Ⅲ.２　調査結果および考察

Ⅲ.２.１　各質問項目の単純集計結果

　平成27年度の３年生および４年生の学校給食支援ボラ

ンティア活動についてのアンケート結果（pre調査：5段

階の各尺度の人数割合）を表２に示した。

２.１.１. pre調査：ボランティア活動の理解と期待に

関する主観的評価（自己評価）

　『ボランティア活動に対する積極性』と『ボランティ

ア内容に対する興味や関心』については，それぞれ

88.9％，92.1％の学生が「良い傾向にある」と回答して

いた。また，『ボランティア活動への参加の意思』，『ボ

ランティア活動への期待感』，『ボランティア活動の目的

について理解の度合い』についても，約８割の学生が「良

い傾向にある」と回答していた。これらの項目は，ボラ

ンティア活動の理解と期待に関するものであり，この評

価が高いということは，学生たちはボランティア活動に

寄せる期待が高く，目的もしっかりと持って積極的に活

動するという高いモチベーションで臨もうとしているこ

とが理解できた。このような状態なら，ボランティア活

動内容を通じて得られる能力やスキル等が一層高まるの

ではないかと推測できた。
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表２　平成27年度　学校給食支援ボランティア活動についてのアンケート集計結果（Pre調査）

質問項目
１ ２ ３ ４ ５

合計
良い傾向 中間 良くない傾向

ボランティア活

動の理解と期待

に関する評価

ボランティア活動への参加の意思
30.2 49.2 12.7 7.9 0.0 100 

19 31 8 5 0 63

ボランティア活動への期待感
23.8 55.6 19.0 1.6 0.0 100 

15 35 12 1 0 63

ボランティア活動の目的について理解の度合い
20.6 60.3 17.5 1.6 0.0 100 

13 38 11 1 0 63

ボランティア活動に対する積極性
52.4 39.7 6.3 0.0 1.6 100 

33 25 4 0 1 63

ボランティア内容に対する興味や関心
42.9 46 9.5 0 1.6 100 

27 29 6 0 1 63

ボランティア活

動事前プログラ

ムの評価

ボランティア活動に対する教員の説明の評価
23.8 58.7 17.5 0.0 0.0 100 

15 37 11 0 0 63

先輩の体験談聴講の有益性
30.2 30.2 39.7 0.0 0.0 100 

19 19 25 0 0 63

岡山市教育委員会の説明会の有益性
25.4 57.1 15.9 1.6 0.0 100 

16 36 10 1 0 63

ボランティア活動時間の適切度
14.3 42.9 36.5 4.8 1.6 100 

9 27 23 3 1 63

ボランティア活動回数の適切度
9.5 44.4 31.7 11.1 3.2 100 

6 28 20 7 2 63

ボランティア活動時期の適切度
15.9 44.4 28.6 9.5 1.6 100 

10 28 18 6 1 63

配布資料の有益性
14.3 39.7 44.4 1.6 0 100 

9 25 28 1 0 63

ボランティア活

動の主観的評価
ボランティア活動中のきびきびとした行動

50.8 39.7 7.9 0.0 1.6 100 

32 25 5 0 1 63

担任の先生や学校職員との連携
11.1 46.0 39.7 3.2 0.0 100 

7 29 25 2 0 63

子どもたちとのコミュニケーションスキル
15.9 39.7 36.5 7.9 0.0 100 

10 25 23 5 0 63

グループ内での相互協力
47.6 46.0 4.8 0.0 1.6 100 

30 29 3 0 1 63

ボランティア活動内容の整理の実行
25.4 52.4 19.0 1.6 1.6 100 

16 33 12 1 1 63

大学で得た知識の理解を深める
25.4 60.3 12.7 0.0 1.6 100 

16 38 8 0 1 63

ボランティア活動態度
61.9 33.3 3.2 0.0 1.6 100 

39 21 2 0 1 63

ボランティア活動をやり遂げる意志
54.0 41.3 3.2 0.0 1.6 100 

34 26 2 0 1 63

ボランティア活

動から得られる

事象とその主観

的評価

対象者の気持ちの理解
17.5 41.3 38.1 1.6 1.6 100 

11 26 24 1 1 63

ボランティア活動への興味
38.1 47.6 9.5 3.2 1.6 100 

24 30 6 2 1 63

ボランティア活動による成長
36.5 52.4 9.5 0.0 1.6 100 

23 33 6 0 1 63

ボランティア活動への楽しみ
38.1 46.0 12.7 1.6 1.6 100 

24 29 8 1 1 63

人に対しての思いやり
23.8 46.0 27.0 1.6 1.6 100 

15 29 17 1 1 63

ボランティア活動への自信
11.1 14.3 50.8 20.6 3.2 100 

7 9 32 13 2 63

日常生活での人との対応の苦手度
11.1 20.6 27.0 25.4 15.9 100 

7 13 17 16 10 63

評価尺度　１：非常に良い，２：良い，３：どちらともいえない，４：あまり良くない，５：非常に良くない　　　　　上段％，下段ｎ
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表３　ボランティア活動から得られる事象とその主観的評価の比較

Pre そう思う【＋】
どちらでもない【±】

そう思うわない【－】
有意差

Post そう思う【＋】
どちらでもない【±】

そう思わない【－】
そう思う【＋】

どちらでもない【±】

そう思わない【－】
22．対象となる人々に活動を喜んでもらえそうですか 58.8 41.3

＊＊＊
（対象者の気持ちの理解） 37 26

ｎ＝63 94.6 5.4 88.5 11.5 

35 2 23 3 

24．活動を通して自分自身が成長できそうですか 88.9 11.1

（ボランティア活動による成長） 56 7

ｎ＝63 89.3 10.7 28.6 71.4 

50 6 2 5 

25．活動そのものが楽しめそうですか 84.1 15.9

（ボランティア活動への楽しみ） 53 10

ｎ＝63 90.6 9.4 80.0 20.0 

48 5 8 2 

Pre その通り【＋】
どちらでもない【±】

そうではない【－】

Post その通り【＋】
どちらでもない【±】

そうではない【－】
その通り【＋】

どちらでもない【±】

そうではない【－】
26．人に対して思いやれていますか 69.8 30.2

＊＊
（人に対しての思いやり） 44 19

ｎ＝63 93.2 6.8 89.5 10.5 

41 3 17 2 

27．自分の行動に自信がありますか 25.4 74.6

＊＊＊
（ボランティア活動への自信） 16 47

ｎ＝63 81.3 18.8 44.7 55.3 

13 3 21 26 

28．日常生活の中で人との対応は苦手な方ですか 31.7 68.3

（日常生活での人とのコミュニケーション） 20 43

ｎ＝63 50.0 50.0 51.2 48.8 

10 10 22 21 

Pre 持っている【＋】
どちらでもない【±】

持っていない【－】

Post 持っている【＋】
どちらでもない【±】

持っていない【－】
持っている【＋】

どちらでもない【±】

持っていない【－】
23．ボランティア活動に興味を持っていますか 85.7 14.3

（ボランティア活動への興味） 54 9

ｎ＝63 96.3 3.7 55.6 44.4 

52 2 5 4 

順変化：どちらでもない【±】あるいは　そう思わない【－】⇒そう思う【＋】、そう思う【＋】⇒そう思う【＋】　　　　順変化：＊ｐ

逆変化：そう思う【＋】⇒そう思わない【－】あるいはどちらでもない【±】、

　　　　そう思わない【－】あるいはどちらでもない【±】⇒どちらでもない【±】あるいは　そう思わない【－】　　　　逆変化：＃ｐ

２.１.２. pre調査：ボランティア活動のための事前プ

ログラムに関する評価

　『ボランティア活動に対する教員の説明の評価』と『岡

山市教育委員会の説明会の有益性』については，どちら

も82.5％，の学生が「良い傾向にある」と回答しており，

学生は高い割合で有益性を認識していた。一方『ボラン

ティア活動時間の適切度』，『ボランティア活動回数の適

切度』については，それぞれ57.2％，53.9％の学生が

「良い傾向にある」と回答していた。事前プログラムと

しての説明会は，ほとんどの学生が有益性を感じている

ため，実施したプログラム内容で良いと思われたが，活

動時間と回数については，「どちらとも言えない」と「良

くない傾向にある」を否定的な回答として合せると４～

５割であった。そこで，「どちらとも言えない」と「良

くない傾向ある」とした学生の自由記述を見ると，「ボ

ランティアの回数をもう少し増やした方が良いと思っ

た」，「ボランティアの回数が少ない」，「小学校の休み時

間の途中で帰らないといけないので遊ぶ時間が少ない」，

「もっと回数を増やしてほしい」，「活動回数が少なく，

子どもたちの様子をあまり見ることができなかった」と

いうボランティア活動に対して積極的な理由が最も多

かった。このことより，ボランティア活動の時間と回数

については増加またはより充実させる方向で検討する必

要があると思われた。
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２.１.３．pre調査：ボランティア活動の主観的評価（自

己評価）

　『ボランティア活動をやり遂げる意志』，『ボランティ

ア活動態度』，『グループ内での相互協力』については，

それぞれ95.6％，95.2％，93.6％の学生が「良い傾向に

ある」と回答していた。『担任の先生や学校職員との連

携』，『子どもたちとのコミュニケーションスキル』に

ついては，「良い傾向にある」と回答した学生が，それ

ぞれ57.1％，55.6％と低い結果となった。９割強の学生

が「良い傾向にある」と回答した項目は，個人で取り組

めるものか，慣れ親しんだ仲間と行えることであるた

め，高いモチベーションでボランティア活動に取り組も

うと思っている学生たちにとっては容易に感じられるこ

とだったと思われた。それに対して，低い結果となった

項目は，初めて接する人たちとの関係構築を要すること

で苦手意識が強く意識されたものと思われた。これを解

消するためには，現在は行っていないボランティア活動

先の栄養教諭および学校栄養職員や小学校教諭などとの

交流会を設けることなどで軽減できないかと思われた。

そうすることで，担任の先生や職員の方たちとうまく連

携でき，子どもたちの様子なども見聞きするものが増え

ると思われ，さらに子どもたちともうまくコミュニケー

ションが取れ，またその結果多くの学びを得ることに繋

がるのではないかと推測された。

２.１.４．pre調査：ボランティア活動から得られる事

象とその主観的評価

　『ボランティア活動による成長』，『ボランティア活動

への興味』，『ボランティア活動への楽しみ』については，

それぞれ88.9％，85.7％，84.1％の学生が「良い傾向に

ある」と回答していた。『ボランティア活動への自信』

については，「良くない傾向にある」が23.9％，「どちら

とも言えない」が50.9％，「良い傾向にある」が25.4％

であった。これらから，ボランティア活動実践に対して

高いモチベーションがありながら，ボランティア活動実

践への自信がないという自己効力感（self-efficacy）が

不足傾向にあるため活動からの学びが減少してしまう可

能性を感じた。それを防ぐためにボランティア活動実践

に自信を持たせる，メンタル面を強化する取り組みが必

要ではないかと思われた。そのための一つの方法として，

１年生の時から見学などを含めた精神的に負担のかから

ない交流活動を積ませることが必要であると思われ，そ

れらの経験を積み重ねることにより自己効力感（self-

efficacy）の増強を試みる必要があると思われた。

Ⅲ.２.２　ボランティア活動から得られる社会的関係性

および対人距離感などについての主観的評価の

変化について

　ボランティア活動から得られる事象とその主観的評価

について，各項目ごとに活動の前後で比較を行った（表

３）。

　ボランティア活動という実体験を挟んだ前と後では，

質問項目22～28の全ての項目について，概ね順変化（肯

定者が増加する現象）であったと思われた。中でも，質

問項目22『対象者の気持ちの理解』，26『人に対しての

思いやり』，27『ボランティア活動への自信』については，

ボランティア活動後に有意な順変化（肯定的変化）が観

察できた。このことは，ボランティア活動実践が学生自

身にとって直接的な体験となって，自己効力感（self-

efficacy）を増幅させたものと思われ，今後の同様場面で

の学生の行動，行為に対する動機や実行力を高める可能

性があるものと考えられた。ただし，類似質問項目とし

て配置した24『ボランティア活動による自信』では，有

意な差が見られなかった。

　Pre調査では，ボランティア活動によって自分自身が

成長すると期待する者が９割近くを占めたが，post調査

では，期待を肯定的に捉えた者たちでは，その割合に変

化が見られなかった。しかしpre調査で否定的に捉えた

者たちでは，post調査では逆変化を示した。また回答対

象者が少なかったのであるが，ボランティア活動を体験

しても自分自身の成長を肯定的に捉えられない者が少な

からずいた。ボランティア活動に対する行動や行為につ

いて，自己効力感が高まっていても，自分自身の成長と

いうより蓋然的な視点でみると，ややシビアに判断して

いることが窺われた。また，28『日常生活での人とのコ

ミュニケーション』でも，正確有意確率（両側）におい

て0.052が得られ，有意な順変化とまでは言えないもの

の，ある程度の順変化を確認できた項目と捉えられた。

このように，本学科が以前より実施している学校給食支

援ボランティアという近隣小学校を実践場所とした学外

におけるサービスラーニングプログラムは，学生の社会
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的関係性および対人距離感のいくつかの項目を順変化さ

せることが理解できた。通常の学内での講義や実習で身

につけさせることが出来にくいこれらの事象を学生の中

に醸成するためには，本学学生にとって学校給食支援ボ

ランティアというサービスラーニングプログラムが，有

効なボランティア活動であると考えられた。

Ⅳ．ま　　と　　め

　本稿では，本学部生の専門性を生かした，近隣小学校

に於ける「学校給食支援ボランティア」活動の取り組み

についてのアンケート調査を実施し，以下の結果を得た。

［pre調査の結果］

・『活動に対する積極性』や『ボランティア内容に対す

る興味や関心』は，約9割の者が良い傾向にある（積

極的に取り組もうと思っている，興味関心が持てる）

と回答した。

・『活動への参加の意思』，『活動への期待感』，『活動の

目的の理解』は，約8割の者が良い傾向にある（活動

に参加したい，期待感がある，目的について理解でき

ている）と回答した。

・活動事前プログラムに関する項目の『教員からの説明

評価』，『岡山市教育委員会の説明会の有益性』は，約

８割の者が良い傾向にある（説明は十分である，説明

会は有益である）と回答した。

・『活動時間と回数』は，半数の者が良い傾向にある（適

切な時間と回数である）と回答した。

・『活動をやり遂げる意志』，『ボランティア活動態度』，

『グループ内での相互協力』は，９割を超える者が良

い傾向にある（やり遂げる意志がある，活動態度を良

くしようと思っている，グループ内で協力して活動で

きそう）と回答した。

・『小学校の教諭や職員との連携』，『子どもたちとのコ

ミュニケーションスキル』は，６割弱の者が良い傾向

にある（うまく連携できそう，うまくコミュニケーショ

ンがとれそう）と回答した。

・『活動による成長』，『活動への興味や楽しみ』は，8割

を超える者が良い傾向にある（活動を通して成長でき

そう，活動に興味を持っている，活動そのものが楽し

めそう）と回答した。

・『活動への自信』は，半数の者が良い傾向にある（自

信がある）と回答した。

［ボランティア活動実践の前後での変化］

・質問項目22『対象者の気持ちの理解』，26『人に対し

ての思いやり』，27『ボランティア活動への自信』は，

ボランティア活動後に有意な順変化（肯定的変化）が

観察できた。

・質問項目24『ボランティア活動による自信』は，有意

な差が見られなかった。

・質問項目28『日常生活での人とのコミュニケーショ

ン』は，正確有意確率（両側）において0.052が得られ，

有意な順変化とまでは言えないものの，順変化を確認

できた。

以上のことから，学生の学校給食支援ボランティア活動

というサービスラーニングプログラムは，通常の学内で

の講義や実習で学び取らせることが難しい様々な事象を

学生の知識や意識の中に醸成することができると確認で

きたことから，対人対応や給食管理業務の理解を必要と

する管理栄養士養成課程においては，有効なボランティ

ア活動実践であると考えられた。
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